
公開３ 第３学年３組 算数科学習指導と評価の案
平成１７年１１月１４日（月） 場所：北舎３階算数教室 授業者名：菊地祐紀（どんどんコース）

１、単元名 ２けたのかけ算
２、本時の目標

１こ３１円のおかしを２３こ買ったときの代金をお金や部分積の式を使って求める活動を通して、２位数×２位数で部分積が２
位数になる乗法の計算原理や方法を理解し、その乗法を筆算で計算することができる。

３、本時の評価規準
２位数×２位数で部分積が２位数になる乗法を筆算で計算することができる （表現・処理）。

４、児童の実態
〈学 ぶ 意 欲〉前時の学習との違いに気付き、新たな計算の仕方を意欲的に考えようとすることができている。
〈学 ぶ 力〉アイテム・アイデアを意識して計算原理を考え、よりよい方法を見つけようとすることができている。
〈学び得た力〉第９章「かけ算のひっ算」では、基本的な計算が正確にでき、さらに十の位の数と一の位の数を分けて考えるこ

とをもとにした筆算の成り立ちも理解している。
５、本時の展開（３／９時） どんどんコース

主 な 学 習 活 動 研究テーマ具現のための手だて過程

つ １、言葉の式やテープ図を使って、問題場面をつかむ
か 問 題

。 。む １こ３１円のおかしを２ こ買います 代金は何円でしょう

○「 が０の場合について代金を求めましょう」
・式は「１つ分の大きさ」×「いくつ分」から３１×２０になる （テープ図掲示）。
・計算し、全体で確認する。 ３１×２０＝３１×２×１０＝６２×１０＝６２０

２、既習との違いを明らかにしながら、課題解決の見通しをもつ
○「 が３の場合でも代金が求められそうですか」
・式は３１×２３になる。
○「３１×２３の計算は、３１×２０の計算とどこが違うでしょうか」
・かける数の一の位が０でない。→３１×２０のように、あとで１０倍できない。

課 題
３１×２０と３１×２３のちがいに注目して３１×２３の計算のしかたを考えよう

／
考 ３、３１×２３の計算のしかたを考える
え α β γ

２３を十の位の数と一の位の ３１ ３１る

〈

個 数に分けて２０＋３と見て、 ×２３ ×２３ まず、３×３１

人 ３１× ３＝ ９３ ３１× ３‥‥９３ ９３ 次に、２×３１

追 ３１×２０＝６２０ ３１×２０‥６２０ ６２ そして、たし算

究 →９３＋６２０＝７１３ ７１３ ７１３〉

○「アイテム・アイデアは何かな？ ・ きちんと説明できるかな？」」「

／
み
つ

○「似ているところは？」 ○「違うところは？」け
・３１×３と３１×２０を計算 ・γはβのように１０倍しないる

している。 かわりに位をずらしている。

（ ）・βはαの２つの計算をまとめ βの６２０の０を書かない

てひっ算の形になっている。

〈

自 ○「似ているところは？」

由 ・３１×３と３１×２を計算して

交 いる。

流 ・９３や６２のように同じ数はあ

、 。
〉

るけど 関係がよくわからない

○「この３つの方法で、同じことをしているところはないかな？（は・か・せ 」）

・どの方法も、２３を２０と３に分けて、３１×３と３１×２を計算している。

・α→β→γの順に考えるとわかりやすい。

・γのひっ算が一番かんたんそうだ。

○「２けた×２けたのかけ算は、どのように計算すればよさそうですか？」

・かける数の十の位と一の位を分けて考えて、２けた×１けたのひっ算のしかた

を利用して計算すればいいのではないか。

〈

、 。一 ・一の位をかけた答えと十の位をかけた答えは ずらして書かなければいけない

斉

交

流 ○「他の数でも同じように計算できそうですか

・２４×２３を筆算によって計算する。 思考のドリル

〉

○「やっぱり同じように計算すればいいんだね」

／
確 ４、本時の学習のポイントをおさえ、まとめる
か まとめ

、 、に ２けた×２けたのひっ算の計算は かける数の十の位と一の位を分けて考えれば
す ２けた×１けたのひっ算の計算をくり返してできる。
る

５、評価問題や自己評価から本時の学習を振り返る
・評価問題に取り組む。 ２５×１３
・発展問題（反復プリント）に取り組む。
・自己評価カードを記入する。
○子どもの姿（主に考え方に関わること）を教師が評価する。

課題に必然性をもたせる導入の工夫〉〈

・２段階で問題を提示することで、前時まで

の学習との違いに気付かせ、本時学習する

学習内容とのズレを意識させる。

【研究内容Ⅳ－④】

〈個に応じた指導・援助〉

児童の様相 具体的な手だて

Ｃ３：かける数 ３２×３や２９
の２３を２０＋ ×３の計算を振
３とみることが り返らせ、２３→
できない。 を２０と３に分

ければよいこと
に気付かせる。

Ｂ２：筆算で計 図や２３を２０
算し、３１×２ ＋３とみて計算
３＝７１３であ した式でも説明
ることを求める できるように促→
ことができてい す。その後、同
る。 じ考えの子と説

明し合わせる。

Ｂ３：α・β・ ３つの方法の共
γのどの方法も 通性や違いに注
交流によって理 目させ より は、 「
解することがで ・か・せ」な方→
きている。 法を考えるよう

に助言する。

【研究内容Ⅳ－②】

〈学習を評価する場の工夫〉

・終末に評価問題を位置づけ、本時では数学

的な表現・処理を確認するために筆算の計

算を出題する。 【研究内容Ⅳ－⑥】

〈評価問題の意図〉

２つの部分積を１けたずらして書き、

正確に筆算で計算することができてい

るかを確認する。

〈自己評価の工夫〉

・終末に評価カードにより「学ぶ意欲 「学」

ぶ力 「学び得た力」を◎○△で自己評価」

する （内容は毎時間ねらいにそって変え。

る） 【研究内容Ⅳ－⑧】

〈学び合いの場の工夫〉

・個人追究して自分の考えをまとめた児童か

ら、教室後方にあるホワイトボードに考え

を記入する。すでに書かれている考えと同

じ場合は説明し合い、異なる場合はその考

えを聞き自分の考えと比較する。ホワイト

ボードはその後の一斉交流で黒板に位置づ

ける。 【研究内容Ⅳ－⑤】

〈学び合いの場の工夫〉

・一斉交流で３１×２３の計算の仕方を確か

めた後、一般化を図るために３１×２２の

計算に取り組む。その後 「思考のドリル」、

によってその計算過程を任意のペアで説明

し合う （３～５ペア 【研究内容Ⅳ－⑤】。 ）



公開３ 第３学年３組 算数科学習指導と評価の案
平成１７年１１月１４日（月） 場所：北舎３階３年３組教室 授業者名：亀原修一（じっくりコース）

１、単元名 ２けたのかけ算
２、本時の目標

１こ３１円のおかしを２３こ買ったときの代金をお金や部分積の式を使って求める活動を通して、２位数×２位数で部分積が２
位数になる乗法の計算原理や方法を理解し、その乗法を筆算で計算することができる。

３、本時の評価規準
２位数×２位数で部分積が２位数になる乗法を筆算で計算することができる （表現・処理）。

４、児童の実態
〈学 ぶ 意 欲〉新しく学習する計算が正確にできるようになりたいという願いをもって取り組むことができている。
〈学 ぶ 力〉多様な考えの間にある関係を見いだす力は弱いが、アイテム・アイデアを意識して計算原理を考えることができ

るようになってきた。
〈学び得た力〉第９章「かけ算のひっ算」では、ほとんどの児童が基本的な計算が正確にできるようになった。九九がきちんと

定着していない子が数名いるが、九九表を見ながらであれば筆算で計算することができる。
５、本時の展開（３／９時） じっくりコース

主 な 学 習 活 動 研究テーマ具現のための手だて過程

つ １、言葉の式やテープ図を使って、問題場面をつかむ
か 問 題

。 。む １こ３１円のおかしを２ こ買います 代金は何円でしょう

○「 が０の場合について代金を求めましょう」
・式は「１つ分の大きさ」×「いくつ分」から３１×２０になる （テープ図掲示）。
・計算し、全体で確認する。 ３１×２０＝３１×２×１０＝６２×１０＝６２０

２、既習との違いを明らかにしながら、課題追究の見通しをもつ
○「 が３の場合でも代金が求められそうですか」
・式は３１×２３になる。
○「３１×２３の計算は、３１×２０の計算とどこが違うでしょうか」
・かける数の一の位が０でない。→３１×２０のように、あとで１０倍できない。
○「２３個分の代金を求めるにはどうしたらいいでしょうか」
・２０こより３こ多いから、２０こ分の代金に３こ分の代金をたせばいい。

課 題
「２３こは２０こより３こ多い」ことから、３１×２３の計算のしかたを考えよう

／
考 ３、３１×２３の計算のしかたを考える
え Ａ Ｂ Ｃ

２３こは２０こより３こ多い ２３を十の位の数と一の位の ３１る

〈

個 から、３こ分の代金 数に分けて２０＋３と見て、 ×２３ まず、３×３１

人 ３１×３＝９３（円） ３１× ３＝ ９３ ９３ 次に、２×３１

追 を２０こ分の代金にたして、 ３１×２０＝６２０ ６２ そして、たし算

究 ６２０＋９３＝７１３ 円 →９３＋６２０＝７１３ ７１３（ ）〉

○「アイテム・アイデアは何かな？ ・ きちんと説明できるかな？」」「

／
み
つ

○「似ているところは？」 ○「似ているところは？」け
・３１×３と３１×２０を計算 ・３１×３と３１×２を計算しる

している。 ている。

・２３を２０と３に分けて考え ・９３や６２のように同じ数は

、 。ているけど結局同じこと。 あるけど 関係がわからない

（教師から)Ｄ
３１ ○「Ａ・ＢとＣの関係は？」

×２３ ・Ｃは、ＡやＢの２つのかけ算

３１× ３‥‥９３ をならべて書き （２けた）
〈

、

一 ３１×２０‥６２０ ×（１けた）のひっ算のよう

斉 ７１３ に書いたものだ。

交

流

○「この３つの方法で、同じことをしているところはないかな？（は・か・せ 」

〉

）

・どの方法も、２３を２０と３に分けて、３１×３と３１×２を計算している。

・Ａ→Ｂ→Ｄ→Ｃの順に考えるとわかりやすい。

・Ｃのひっ算が一番かんたんそうだ。

○「２けた×２けたのかけ算は、どのように計算すればよさそうですか？」

・かける数の十の位と一の位を分けて考えて、２けた×１けたのひっ算のしかた

を利用して計算すればいいのではないか。

、 。・一の位をかけた答えと十の位をかけた答えは ずらして書かなければいけない

○「他の数でも同じように計算できそうですか

・２４×２３を筆算によって計算する。 思考のドリル

○「やっぱり同じように計算すればいいんだね」

／
確 ４、本時の学習のポイントをおさえ、まとめる
か まとめ

、 、に ２けた×２けたのひっ算の計算は かける数の十の位と一の位を分けて考えれば
す ２けた×１けたのひっ算の計算をくり返してできる。
る

・習熟問題（反復プリント）に取り組む。

５、評価問題や自己評価から本時の学習を振り返る
・評価問題に取り組む。 ２５×１３
・自己評価カードを記入する。
○子どもの姿（主に考え方に関わること）を教師が評価する。

課題に必然性をもたせる導入の工夫〉〈

・２段階で問題を提示することで、前時まで

の学習との違いに気付かせ、本時学習する

学習内容とのズレを意識させる。

【研究内容Ⅳ－④】

〈個に応じた指導・援助〉

児童の様相 具体的な手だて

Ｃ１：３１×２ 「３個多い」こ
３の計算をどの とから「３個分
ように考えてい だけ高い」こと
ったらよいか見 に気付かせ、２
通 し が も て な ０個の代金に３→
い。 個分の代金を加

えれば答えが求
められることを
導く。

Ｃ２：部分積の 教師が筆算をや
たし算と筆算の って見せた後、
つながりに気付 Ｄの方法を提示

、 、 。けず （０を省 し 比較させる→
略した）筆算が その後、色矢印
できない。 を使って筆算の

計算の仕方を確
認する。

Ｂ１：Ａ・Ｂ・ 自分の考えた方
Ｃのいずれかの 法と異なる方法
方法で自分なり で考えている子
の考えをまとめ を教師が意図的→
ることができて に指名して交流
いる。 させる。

【研究内容Ⅳ－③】

〈自己評価の工夫〉

・終末に評価カードにより「学ぶ意欲 「学」

ぶ力 「学び得た力」を◎○△で自己評価」

する （内容は毎時間ねらいにそって変え。

る） 【研究内容Ⅳ－⑧】

〈学び合いの場の工夫〉

・個人追究の後に一斉追究の場を位置づけ、

多様な考えにふれた後、教師の問いかけを

中心にいずれの考えにも共通している考え

。 「 」を明らかにする また は・か・せ・どん

の観点からよりよい考え方や方法を見つけ

る。 【研究内容Ⅳ－⑤】

〈学習を評価する場の工夫〉

・終末に評価問題を位置づけ、本時では数学

的な表現・処理を確認するために筆算の計

算を出題する。 【研究内容Ⅳ－⑥】

〈評価問題の意図〉

２つの部分積を１けたずらして書き、

正確に筆算で計算することができてい

るかを確認する。

〈学び合いの場の工夫〉

・一斉交流で３１×２３の計算の仕方を確か

めた後、一般化を図るために３１×２２の

計算に取り組む。その後 「思考のドリル」、

によってその計算過程を任意のペアで説明

し合う （３～５ペア 【研究内容Ⅳ－⑤】。 ）


